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Abstract 


An outbreak of bacillary dysentery occurred at Nagayo Village near Nagasaki City the 
end of January 1967. The epidemic was recognized by sudden increasing of diarrheal 
cases. The Nagasaki Health Center carried out the bacteriological examination of specimens 
from rectal swab on almost the whole population of the village, approximately ten thousand 
people. Among them, about 800 cases were found as positive for Shigella sonnei. 

'The outbreak was proved as water born by contaminating water of the water system 
of the Nagayo Village with Shigella sonnei by reason of the facts that the majority of 
patients and carriers was found in the area with the water service and Shigella sonnei 


was discovered from water in the source of the water system. 
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The Shigella sonnei which was isolated from this epidemic was highly resistant to 
chloramphenicol, tetracycline and streptomycin ; it belonged to type 14 by Colicine typing. 

About two third of the cases with positive stool culture revealed mild symptom of 
bacillary dysentery and one third of those did'nt show any clinical manifestation. The 
symptom was so mild and atypical that patients were not able to be clinically diagnosed 
unless stool culture was done. 

The various kinds of the antimicrobial drug were used for treatment of patients and 
carriers instead of the above mentioned three antibiotics. The combined use of two drugs 
as kanamycin and nalidixic acid, colimycin and furatrizine, etc. seemed to be more effective 
than the treatment with the single use of one drug. 

In connection with the report of this epidemic, the authors discussed the recent trends. 
of bacillary dysentery in Japan. During the last two decades, the mortality rate in Shigella 
infection have gradually decreased and in the recent it was extremely low, while the number 
of reported cases has showed no marked difference. In the last three years, Shigella sonnei 
suppressed Shigella flexneri which had been predominant for long time. The majority of 
strains of Shigella sonnei and flexneri isolated recently in Japan is highly resistant to the 
above mentioned antibiotics. In general symptom of patient with bacillary dysentery has 
become markedly mild and on the other hand the number of carrier has increased. 

The authors emphasized that the preventive measure against bacillary dysentery in 


Japan should be investigated in the point of view corresponding the recent trends of the 


disease. 
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わが 国 の 伝染 病 , 特に 法定 伝染 病 に つい て の 一 般 の 近 に 至っ て , 集団 赤痢 の 発生 が 跡 を た た な い ば か り で 
関心 は 年 々 薄れ て ゆく 一 方 で ある . 法定 伝染 病 の 発生 な く , 規模 の 大 きい 集団 発生 が つぎ つぎ と お こっ て い 
件 数 の 大 多数 を 占め る 赤痢 に し て も , 集団 発生 を 除い る . た と えば , 昭和 41 年 (19600 3 月 東京 都 東 村山 
て は 注目 され る 機会 は きわ め て 少な い . と と ろ が , 最 文化 村 の 435 和 人 や 。 同年 5 月 中 旬 熊 本 県 三角 町 の 1,300 
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2, 同年 12 月 末 か ら 42 年 1 月 に か け て 米沢 市 の 975 
人 2 な どの 大 型 の 集団 赤痢 が 発生 し て いる . 

と うし た 時 期 に , 長崎 県 西彼杵 郡 長 与 村 に お いて 菌 
陽性 者 700 人 を こと える 集団 赤痢 が 発生 し た . と の 集団 
JR, 水道 水 の 汚染 に よる 水系 感染 で ある と と が , 
赤痢 菌 を 水道 の 原水 か ら 発 見 し た と と な どか ら 判 然 と 
し た と と , 短 時 日 の 間 に 赤 痢 菌 に 暴露 し た と 思え る 全 
村民 の 検便 を 実施 し た こと と , X OXSROBIBEENTER 


I È 


1) 発生 地 の 概 況 ( 図 ] ) 
長 与 村 は 長崎 市 の 北部 で 市 に 隣接 し て いる . 世帯 数 
は 2,763, AO 12, 078A, 人 口 の 約 半数 は 農業 に 従事 


し て いる . 村内 に は 三菱 重工 長崎 造船 所 の 社宅 が あり , 


と の あたり に 市 街 地 が 形成 され て いる . 長崎 市 へ の 通 
勤 者 は 多く , 市 と の 交流 は 頻繁 で ある . 農業 の 主体 は 
みか ん 栽培 で あり , 自家 用 車 を も あっ て いる よう な 裕福 
な 農家 が 多い . 
環境 衛生 の 施設 ! 
UAJTEEA ESSE 4, し 尿 の 処理 は ほとん ど が 農村 本 
ILT, 村内 に 約 20000 82335 0, みか ん の 幼 木 の 肥 
料 と し て 使用 さき され て いる 状況 で ある . 肥 溜 の ある も の 
Fig. 1 
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Nagasaki City 


(ついては, 下水 設備 , し 尿 処理 場 , 


UE LEVIS 


く 入 院 せ し め た と と , 2 次 検便 を 大 規模 に 行なっ て い 
る と と , 症状 の 有無 お よび 軽重 が , 感染 を うけ た と 考 
えら れる は ほとん ど 全 員 に つい て 調査 で きた と と , 流行 
が 当地 方 と し て は 酷 塞 の 候 に お と っ た と と , な どの 特 
長 が ある 。 

し た が っ て , と の 集団 赤痢 の 調査 記録 の 分 析 は 現今 
の 集団 赤痢 対策 の た め に 参考 と な りう る と 考え , と と 
(て その 概 署 を 報告 する . 


調 E 


は , 村 の 中 央 を 貫流 し て いる 長 与 川 の 上 流 附近 に あり , 
舞 雨 が 襲え ば 長 与 川 が 容易 に 汚染 され る 可能 性 が ある . 
水道 施設 は , その 長 与 川 が 村 を 貫流 し た 下流 (に 水源 を 
も うけ , 昭和 35 年 簡易 水道 と し て 設置 され た が , 昭和 
97 年 に 上 水道 と し て 拡張 され , 現在 村民 の 約 半数 に 当 
る 6,850 人 に 給水 し て いる 。 

開業 医家 は 4 名 あり , 内 2 名 は 耳鼻 科 お よび 産婦 人 
科 を 専門 と し て は いる が , 内 科 小 児 科 領域 の 受診 者 も 
ある . 三菱 関係 の 家族 は 長崎 市 の 三菱 病院 を 利用 する 
と と が 多い よう で ある . 

2) 流行 の 認知 

1 月 30 日 長崎 市 の 三菱 病院 より 長 与 村 の 三菱 社宅 に 
住む 6 才 の 男児 が 赤痢 患者 と 診 定 され , 届出 が あっ た . 
下痢 を 主訴 と し た と の 患児 は 菌 検索 の 結果, JB 
(V YN) が 検出 され た の で ある . そ と で , 同日 保 
健 所 が その 家族 な ら び に 近所 の 下痢 患者 10 名 の 検便 を 
ffo, 7 才 の 男児 1 名 に 赤痢 菌 を 証明 , 赤痢 と 診 定 し 
た . 2 月 2 日 三菱 社宅 か ら 11 才 お よび 2 才 の 女児 2 名 
が 赤痢 患者 と し て 届出 られ た . 

と うし た 発生 状況 か ら , 長 与 村 の 施設 また は 集団 に 
お いて 下痢 患者 の 発生 の 有無 を 調査 し た と と ろ , 小 , 
中 学校 生徒 の 間 に 欠 席 者 の 多い と と , 住民 の 間 に 下 独 
患者 が 増加 し て いる と と な どか が 判明 し た . 長 与 村 お よ 
び 洗 幼小 学校 生徒 の 欠席 状況 は 図 04:516, 1 月 23 
日 頃 よ り 月 末 ( に か け て 急増 し て いる . 長 与 村 小学 校 は 
1 月 16, 17 日 に 欠席 者 が 多い が , これ は 異例 の 降雪 の 
た めで あっ て , 病気 に よる も の で は な いと と が 判明 し 
て いる . 

以上 の 事実 か ら , 長崎 県 保健 所 が 長 与 村 全域 に わた 
っ て 赤痢 患者 が 多発 し て いる も の と 推定 し , 2 月 3 日 よ 
り 住 民 の 検便 を 開始 し た . 検便 実施 状況 は 表 1 に 示し 
た . 1 月 30 日 より 2 月 2 日 まで は , 発生 し た 4 名 の 患 
者 の 家族 な ら び に 近所 の 人 た ち に 限ら れ て いた が , 2 
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Fig. 2 Percentage of Absent Pupils at the 
Nagayo and Sengiri Primary School During 
the Month of January 1967 


Nagayo School 
---- - - Sengiri School 


月 3 日 より 2 月 6 日 まで は 小 , 中 学校 生徒 の うち 下痢 
その 他 の 病状 を 訴え た 者 に つい て 行っ た . その 結果 , 
2 月 3 日 564 名 中 91 名 に ソン ネ 菌 を 検出 , さら に 2 月 
4 日 972 名 の うち 48 名 , 5 日 は 280 名 中 55 名 , 6 日 は 436 
名 中 40 名 の 陽性 者 を 発見 し た . すなわち , 2 月 3 日 か 
D 6 日 まで に 1, 652 名 の 検便 を 実施 し , 234 名 約 14% に 
ソン ネ 菌 を 検出 し た . 

と の 結果 か ら , 村内 の 赤痢 棋 延 が きわ め て 濃厚 で あ 
る も の と 推察 し た 保健 所 が 2 月 7 日 か ら 全 村 民 の 検 
便 を 行う べく 踏み 切っ た . 2 月 7 日 か ら 11 日 まで (8, 
192 名 の 直接 採 便 に よる 検便 を 実施 し , 468 名 の ソン ネ 
菌 陽性 者 を 発見 し て いる . 2 月 12 日 か ら 14 日 まで に 
と の 検便 に も れ た 者 231 名 を も 検査 を 行い , 総 計 10, 112 
名 に わた る 大 規模 な 検便 を 逐 行 し た , そし て 913 名 に 赤 
痢 菌 を 証明 し た が , と の 中 に は 下痢 を し て いる 者 , 数 
日 前 に 下痢 の あっ た 者 , 下痢 は な か っ た が 腹部 に な ん 
ら か の 異常 の あっ た 者 と 全く 症状 の な い 者 と が 含ま れ 
て いる が , その 詳細 は 後述 する . と れ ら の 者 は 症状 の 
有無 に 係ら ず , 長崎 病院 , 大 村 国 立 病 院 , 諫早 病院 , 
琴海 村立 病院 に 隔離 収容 し た が , 病院 の 収容 能力 を は 
る か に 上 編 る 数 で あっ た た め た に , 長 与 村 小学 校 を 臨時 
隔離 病 舎 と し , 600 名 に 近い 人 員 を 収容 し た . 

3) 患者 発生 状況 
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Table 1 

Schedule of Stool Examinations 

Number of  , Number of 
Specimen Positive Culture 

30 January | 10 1 

| 8 0 

31 ; ; 
C18) elg 

, 7 0 

1 February (18) C1) 

2 1 13 2 
| (38) C3) 

3 564 91 
(602) | (945 

" 372 48 
(974) (142) 

5 280 55 
C1, 254) (197) 

6 436 40 
(1,690) (237) 

: 1, 843 163 
í (3,533) (4005 

8 1,888 78 
C4, 9219 (478) 

2 1,901 121 
| (1,822) (5995 

10 | ,L88 58 
| (8, 706) (657) 

T 1,176 48 
(9,882) (705) 

12 25 4 
(9,907 ) (7095 

T 51 | 2 
(9,9575 | C711) 

14 i 2 
(10, 112) (713) 


Parenthesis means total number 


な ん ら か の 症状 を 呈し た 者 の うち 発病 日 を 記憶 し て 
いた 445 名 に つい て 調査 し た 日 別 発生 状況 は 図 4 で ある . 

1 月 15 日 以前 に は 1 月 9 日 お よび 10 日 に 各 1 名 の 発 
二 が あり 15 日 に 至っ て 3 名, 20 日 に 8 名 と 逐次 増加 し , 
24 日 頃 より 爆発 的 流行 の 山 が 始ま っ て いる . ピー ク は 
1 月 30 日 より 2 月 2 日 の 間 に 見 られ て お り , 2 月 12 晶 
を 以 っ て 硫 行 は 大 体 終 介 し て いる . た だ し , chui 
症 者 に つい て の み の 調 査 で あり , と の 約 半数 に 当たる 
無 症状 者 が いつ か ら 排 菌 が 始ま っ た か , いつ 感染 が お 
と っ た か は 不明 で ある . 
症状 を 発し た 者 の み に つ いて みる な ら ば , 1 H308 
か ら 2 月 2 日 に か け て 最大 の 山 が み ら れ , それ に 先 立 
つ 1 月 25, 26 日 に 小 規模 な が ら 第 1 次 の 山 が 認め られ 
る . 
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4) 菌 陽性 者 の 年 令 お よび 性 別 

調査 の 対象 と な っ た 菌 陽性 者 の 大 多数 は 検便 に よっ 
て 発見 され た 者 で あっ て , 一 斉 検便 以前 に 患者 と し て 
収容 され た 者 は 僅か で ある . 調査 可能 で あっ た 者 は 
6884, と の うち な ん ら か の 症状 を 呈し た 者 463 名 , 全 
く 無 症状 を 星 し た 者 463 名 , 全く 無 症 状 に 経過 し た 者 
が 225 名 あっ た . すなわち 全体 の 約 2/8 が 前 者 , 後者 
が 1/3 あ っ た わけ で ある . 


HEBE 688 人 中 , 男 341 人 , 女 3479 人 で あっ て , 両者 
の 間 に 差 は な い . 有 症 状 者 463 名 中 男 240 名 , 女 223 名 , 
無 症 状 の 者 225 名 中 男 101 名 , 女 124 名 で あっ て , 特に 
男女 間 に 著 し い 差 は な い . 

有 症 状 者 お よび 保菌 者 に つい て , 男女 別に 5 才 毎 の 
E 令 別 を 百分率 で 示し た の が 図 4 で ある . 患者 は 0 ~ 
5x, 6 て 10 才 お よび 11 ン 15 オ の 若年 層 に 463 名 の う 
ち 358 名 , 7 以上 が 集中 し て お り , 21 才 以上 の 青年 , 
壮年 , 老年 層 の 発症 者 の 数 は きわ め て 少な い . 若年 層 
の うち で も , 6 へ て 15 才 の 小 , 中 学校 生徒 の 催 患 が 他 の 
年 令 層 に 比べ て 目立っ て 多い . 

無 症 状 に 経過 し た 者 は 逆 に 15 才 以上 の 若年 必 は 僅か 
TEAL, 女 30 計 71 名 に すぎ ず 全 体 の 10 あ で あっ て , X 
と し て 青年 層 以 上 に 分 布 し て いる . 

要する に , 患者 は 小児 に 多く , 保菌 者 は 成人 に 多 か 
っ た の で ある . 

5) 水道 に 関す る 調査 

患者 発生 は 爆発 的 に , し か も 長 与 村 ほ と ん ど 全 域 に 
わた っ て み ら れ た と と ろか ら , 共通 の 原因 が 推定 され 
た が , 特に 水道 汚染 に よる 水系 感染 の 公算 が 大 で あっ 
た . そこ と で 患者 の 地域 集積 性 , 特に 水道 給水 と の 関係 , 
水質 汚染 な ど に つい て 次 の よう な 調査 が な され た . 
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Age Distribution of Patient and Carrier (Percentage) 
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Fig. 4 
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Patient 240 
Carrier 104 


One carrier aged more than 51 years old 
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Table 2. 


Comparison of Number of Cases between Area 


with Water Service and without Water 


Service 


を うけ て いる 世帯 数 が ], 2749, 


ま ば 同 数 で ある が , 


後者 に 35 戸 , 31.9 め と 2. 


95 


非 給水 地区 は 1, 242 戸 


患者 発生 


EEM 


は 前 者 に 404r, 
8 の 著しい 差 が ある . 地区 


IPopula- Number of! Incidence 別に みて も 非 給水 地域 に 患者 発生 が 少な い が , 三 概 地 
i C T 
2 [ien SENSE iis 区 の み は 7 戸 の うち 3 戸 に 患者 発生 が み ら れ て いる 
| 
Area with z x ! し か し , と この 3 戸 の うち 2 戸 の 患者 は 中 学生 で あっ て , 
Water Service 6,850 Dod 9.5 x の i 
" 学校 に お いて 感染 し た 疑い が 温厚 で ある . 
Área without ご = み ミ ニニ と 串 T 7 OR K 
TO AM ES 100 1.9 と の 2 つの 表 が 示す よう に , 患者 発生 は 水道 の 給 』 
ues v EUM ders と 密接 に 関連 し て いる 
'Total 12,078 754 6.2 ii) 水道 施設 
前 記 の よう に , 本 村 の 水道 は 昭和 35 年 簡易 水道 と し 
て 設置 され , 昭和 39 年 に 上 水道 と し て 認可 され て いる 
D 給水 , 非 給水 地区 別 の 患者 発生 状況 水源 は 地図 ( 図 1 ) に 示し よう に , REED AE 
表 2 の よう に , 給水 人 口 6,8590 人 中 654 名 の 患者 が 発 与 川 の 下流 河岸 か ら 10 の 場所 に 1 個 の 浅井 戸 と 補助 
生 , EERI 9.595 c5 2. 非 給水 地区 の 住民 数 は 水源 と し て 昭和 41 年 8 月 に 設け た 他 の 浅井 戸 の 両者 か 
$,228A, と の 中 100 名 の 患者 が 発生 し , & OSEE ら 補 水 し て いる . 地図 が 示す よう に 村 の 大 多数 の 民家 
1.9 め で あっ て , 両者 の 間 に 有 意 な 差 が あり , 患者 は d cu DEVE それ ら の 下水 は 全部 川 の 中 
人 は る か に 多く 発生 し て いる . に 流入 し て いる DIZ, 上 流 に 近く 肥 溜 が あり , 7 
給水 お よび が 非 給水 地域 の 各地 区 別に みた 愚者 発生 世 アキ ュー ム — Tz BRE 05007 6095 238 Rc 7 
n—— に 示し た . 2,516 世 帯 の うち 水道 給水 は 畑 に ば ら ま か れ て お り , 大 雨 が 降れ ば 穴 易 に 河中 に 
Table 3. Number of Cases according to district with Water Service and without Water 
Service 
Tot District with Water | District without Water 
otal | : j 
| Service Service 
Number E INumber 
Number Popula- A Per- m Per 
E : ; f Positiv Í Positive 
District of House pon HO use SEPAN Re OD Hone RN CENE 
Honkawachi | 
| 18 i 3 
EE " 95 342 32 3 $4 68 1 1.6 
Mi | 
ss " 86 498 79 0 0 | 7 3 42.9 
Yoshimuta 2 
à 3 1,663 283 7 27 1 1.2 
i d 田 | 68 ,663 8 79 7.9 | 85 
2i NN 707 3,140 72 14 19.4 | : 688 7 Ga 
TH] 田 
SEE 424 2,007 363 144 39, 7 61 6 9.8 
| 
"or " 230 — 1,039 153 56 36.6 | 2 3 6.5 
Saito - S | 
| 1 66 97 39. 2 1 12.3 
* 藤 05 5 38 9 | 8 > 
Funatsu h Š " 
S 93 407 37.7 15 1 6. 
般 津 | 78 29 7 / 
Oka | 270 1,497 117 4l 35.0 183 6 3.9 
iW 
Total 2,516 12,147 | 1,274 404 31.7 1,242 35 2.8 
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Fig. 5 


Tank for Distribution 


Well No. 1 


About15m 


Tank for Rapid 


Filtration 


Water Precipitation Works at Source of Water Service 


Exposure Tank 


: Coagulation Tank 
Precipitation Tank 


汚物 が 流入 する 状態 で ある . 要する に , こと の 長 与 川 は 
村 中 の 下水 , さら に 一 部 の 殿 尿 まで 流入 する , 著しく 
汚染 され た 河川 で あり , 水道 は 水源 を その 最 下流 に 求 
め て いる と いう と と で ある . し か も , 2 個 の 浅井 戸 は 
川岸 に 近接 し て 設け られ て お り , 表 流 水 の 影 響 を うけ 
る と と が 大 きい と 想像 され る . 

と こと で 問題 に な る の は 水源 の 滅菌 装置 で ちあ る. 図 5 
の 浄水 場 見 取 図 の 送水 ポン プ に お いて 減 菌 され て お り , 
壁 か け 式 塩素 滅菌 機 が 2 基 備 えつ けら れ て いる が , 当 
時 は 予備 1 台 は 故障 し て 使用 不能 で あっ た . WARI 
戸外 に 装置 され て お り , 保温 の 設備 が な いた め , ES 
に 低温 度 で あっ た 当時 , 特に 夜間 に お いて 消毒 職 能 が 
低下 な いし 停止 し た 公算 が 大 きい . な お , 残留 塩素 の 
測定 記録 が 1 月 16 日 , 25H, 24 日 , 29 日 お よぶ 2 月 1, 
2 日 に つい て 欠 除 し て いる た め と , 当日 の 塩素 消毒 に 
疑問 が 残っ て いる . と の 外 , BRUE, Riab, 急 
速 ろ過 池 な どの 管理 に も 不備 な 点 が 目立っ て いた . た 
と えば , 水質 に 鉄分 が 多い た め に 海 気 横 は ノ ズル が つ 
まり 湿気 の 効果 が ほとん ど み られ ず , nucum 
は え フ ナ が 放し 飼い され て いる と いう 状態 で あっ た 。 

iii) 水 の 細菌 学 的 検査 

以上 の 事実 は 水道 の 水質 汚染 に よる 水系 感染 を 疑わ 
せる に 十分 で は ある が , さら に それ を 確認 する た め に 
長 与 川 の 河水 , 水源 , 水道 水 な どか ら 赤 痢 菌 を 検出 す 


べく 細菌 学 的 検査 を 行なっ た . 

検査 材料 
a) 長 与 川 の 村内 流域 3 個所 の 河水 , 2 月 10 日 採取 , 
iL Cu. 

b) ziii o ce aSEUCoSIREUIZK, 沈 
Meh sdvcue7:7 896, 混濁 し た 長 与 川 の 
河水 , 2 月 1 2 日 採取 . 

c) C OIREJLIMENUO, 患者 発生 の 多かっ た 丸 
田 住宅 地区 を は じ め 5 個所 の 給水 栓 か ら 2 月 18 日 に 採 
取 し た 水道 水 . 

と れ ら の 材料 に つい て , 下記 の 検査 を 行なっ た . 

検査 方 法 

各 被 検 水 は ふ ミリ ポー ルフ イル ター を 用 いて 注 過 し , 
フイ ルター を SS カン テン 培地 , DHL カ ン テ ン 培地 
(と 塗布 し た の ち , 残り の の フイ ルター は ブイ ョ ン 培 地 に 
投入 し , 1 昼夜 後 再び カン テン 培地 , SS カン テン お 
よび DHL カン テン 培地 を 用 いて 培養 を 行なっ た . 

た だ し , 河水 , 沈 滴 池 の 水 は 混濁 が 碁 し く ミ リポ ー 
ルフ イル ター に よる 大 量 濾 過 が 困難 で , 約 100ml 程 度 
(とどまっ た . 

と これら の 培地 上 の 集落 に つい て , 主として 腸 内 細菌 
の 同定 を 行ない , 特に 赤痢 菌 の 検出 に つと め た . 

COP, 沈 汰 池 に 浮遊 し て いた 水 若 , 飼育 され て い 
た フナ の 表皮 , BE, 消化 管 , 筋肉 な どの 各部 分 を 普通 
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ブイ ヨン お よび クロ ラム フエ ニコール 50mcg/ml 含 有 
する ブイ ョ ヨン に 投入 , bin OE NU HUOCCRIRTRAE T 
な っ た . 

検査 成績 

フナ の 筋肉 を 除く すべ て の 検体 か ら , E. col, 
Klebsiella, Citrobactor, Proteus な どの 腸 内 細菌 
を 検出 し た . と れ ら の 腸 内 細菌 に つい て は 定量 検査 
は 行なっ て いな か っ た が , 各 検 体 か ら の 検出 菌 の 頻 
度 は Escherichia coli が 第 "C, つい で Klebsiella, 
Citrobactor, Proteus の 順序 で あっ た 。 沈 汎 池 の 水 
冶 を 培養 し た 結果 は , 乳糖 非 : 分 解 。 ブドウ 糖 ガ ス 遅 
産生 の E.coli 弄 の 菌 が 大 部 分 を 占め て いた , 
2 月 13 日 に 採取 し た 沈 弘 池 の 水 苔 を クロ ラム フェ エニ 
コー ル 含有 ブイ ヨン に て 1 昼夜 培養 し , SS カン テ 
ン お よび BTEB カ ン テ ン 培地 に 塗 抹 培 養 し た と と ろ , 


SS カン テン 培地 に 7 個 の ソン ネ 菌 の 集落 を 証明 し た . 


と の 菌 は 後述 する よう に , クロ ラム フエ ニコ ー ル , F 


トラ サイ クリ ン , スト レプ トマ イシ ン 3 剤 耐性 で あり , 


コリ シン 型 は 14 で , 本 流行 菌 型 に 一 牙 し て いる . 


ほ 団 赤痢 の 記録 57 


6) 感染 経路 の 推定 

以上 の よう な 疫学 的 調査 の 結果 か ら , 感染 系 統 推定 
に 関連 ある 事項 を 挙げ て みよ う . 

i) 短期 間 に 多 数 の 患者 が 爆発 的 に 発生 し て いる と 
と か ら , 共通 の 感染 機会 が 推定 され る . 

üb 患者 の 大 部 分 は 水道 の 給水 地域 に 発生 し て いる . 

ii) 水道 の 維持 管理 に 欠陥 が あっ た と と が 判明 し て 
いる . 特に , 1 月 15 日 か ら 18 日 に か け て , 気温 が 氷点 
下 に さがっ た 夜 問 , 滅菌 装置 の 機能 が 低下 また は 麻将 
し た と と が 着 え られ る . し か も , と の 頃 よ り 残 留 塩 素 
の 測定 記録 の な い 日 が し ば し ば ある 

iv) 水道 の 原水 か ら 流 行 菌 型 と 一 私 する IRAI DAR 
出さ きれ て いる . 

v 水源 は 村 中 の 下水 お よび 尿 尿 の 一 部 が 流入 し て 
いる 長 与 川 の 最 下 流 に お いて , 川岸 に 接近 し た 浅井 戸 
か ら 補 水 し て いる . 

と の よう な 要因 を 総合 し て みれ ば , と の 集団 発生 は 
水道 水 の 赤 疾 菌 に よる 水質 汚染 に 原因 する も の と 結論 
し て 相違 な いと 考え られ る . 


I 5 m と Bm 床 


D 菌 の 挨 出 状況 と 菌 型 


検便 は 前 記 の よう に 実施 され た が , 分 離さ れ た 赤痢 
菌 の 菌 型 は 表 4 の よう に , 2 株 を 除い て 全部 ソン ネ 菌 


13H (Di) で あっ た . 他 の 2 株 は 2 月 9 日 お よび 14 
日 に 分 離さ れ た フレ キシ ネル 歯 4 4 お よび 1 b で ある 
と の 2 株 の フレ キシ ネル 菌 は た また ま 保 菌 者 で あっ た 
者 が 発見 され た の で , と の 流行 の 原因 菌 は ソン ネ 菌 と 
判定 し て 差 支 を な いと 考え る . 

な お , 全 村 民 の 検便 を 目標 と し た 第 1 次 の 検査 は 2 
月 15 日 まで に 10,152 名 の 検便 を 実施 し て 一 応 終了 し , 
つい で 2 月 20 日 か ら 退 院 者 を 中 心 と し た 第 2 次 検便 を 
開始 し , 3 月 20 ま で に 5,4798 人 の 検査 を 行なっ た 。 そ 
の 結果 66 人 , 1.2 % に 陽性 者 を 発見 し て お り , 70W 
型 は すべ て ソン ネ 菌 1 相 で あっ た 。 

第 1 次 お よび 第 2 次 と 合わ せる と 15, 630 名 の 検便 を 
行ない , 790 人 の 陽性 者 を みた わけ で ある 。 1 月 80 日 
より 2 月 6 日 まで の 患者 家族 な ら び に 有 症 状 者 の 陽性 
率 は 10% か ら 19% に 及 ん で お り , 一 般 村 民 の 検便 成績 


で は 大 体 6 … 9 に 赤痢 菌 が 証明 され て いる . 第 2 次 
検便 は 日 に よっ て は 高 率 に 菌 を 証明 し て いる が , 全体 
と し て 1.2 め の 陽性 率 が 示さ れ た . 

2) コリ シン 型 別 

長崎 大 学 医学 部 青木 教授 の 指導 の 元 に , 本 流 
I r 
長崎 病院 の 入院 患者 より 分 離し た 44 株 な ら び に 長 与 
村 水 道 水源 の 沈 肖 池 よ り 検 出し た 4 株 は , すべ て 14 型 
で あっ た 。 長崎 市 中 央 保健 所 より 分 与 さ れ た 20 株 は 19 
株 が 14 型 で あり , 他 の 1 株 は O 型 で あっ た . 

本 流行 が 波及 し た と 考え られ る 長 与 村 に 隣接 する 時 
津 町 に 発生 し た 愚者 か ら 分 離し た 17 株 に つい て は , 16 
株 が 14 型 , 1 株 が 18A 型 で あっ た . 

本 流行 は , 以上 の 結果 か ら , 14 型 に よる も の と 考え 
られ る . 1 株 ずつ 発見 され た 0 型 お よび 15A 型 は 本 流 
行 と 無関係 に 存在 し た 保菌 者 の 保有 し て いた も の と 推 
定 し て いい だ ろう . 


i 


Table 5. 


Indol 
Methyl Red 


Biochemical Characteristics of the Strain isolated from the Epidemic 


Voges-Proskauer 
Simmons Citrate 


Christensen Citrate 


Jordan's D-Tartaric acid 


Maronic acid 
Mucic acid 


Gas from Glucose 


Glucose 
Lactose 
Mannitol 
Sucrose 
Adoniol 
Arabinose 
Dulcitol 
Glutamic acid 
Inositol 
Maltose 


生物 学 的 性 状 は 長 与 村 水 道 原水 より の 分 離 株 に つい 


Mannose 
Raffinose 
Rhamnose 
Salicin 
Sorbitol 
Trehalose 
Xylose 


Hugh-Leifson Test 
L-Arginine Decarboxylase 
L-Lysine Deaminase 
L-Lysine Decarboxylase 
L-Ornithine Decarbox ylase 
L-Phenylalanine Decarcoxylase 
Cytochrome oxydase 


H5;S (TSI) 
Motility 
IPA 
Nitrate 
Urease 
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Table 4. Result of Stool Examination 
Datum| o£ Speci- poer Percent- Type of | [patum] 01 Speci- ies Percent- Type ot 
| men | men e 
30/1 10 1 10.0 Di 15/2 16 0 o | 
31 10 2| 20.0 D, Total | 10,152 | 724 gud 
2/2 13 2 18.4 D 20/2| 1,738 13 7.5 D, 
3 $64 | 91 16.1 D, 21 851 13 15,3 D, 
4 | 88 52| — 18.9 Di 22 1,138 19 1.7 D, 
g 5 280 | 54| 19.8 D, | 8 | 23 1,003 19 1.9 D; 
E 6 | 436 | 40 9.2 p, | B 24 626 0 0 
8 7 | rssl | 164 8.9 D, | 3 25 39 1 2.6 D, 
= 8 1,388 80 | 5.8 D, : 28 12 1 8.3 D; 
g| 9 | n91 | 1 6.4 Bs | E | 9/3 3 o | 0 | 
10 | 1,884 60 3.2 D, | 14 47 0 0 
| 11 1,176 | 49 4.2 D, 20 26 o | 0 
| 12 25 4| 16.0 D, Total| 5,478 66 1,2 
13 51 1 2.0 D, D, 788 
T i P T aD Total 18,630 | 790 $.1 BCib) 1 
i B(4a) 1 
3) 生化 学 性 状 お よび 薬剤 感受 性 て 検査 し た 結果 は 表 5 の よう に , ソン ネ 菌 一 般 の 性 状 
生化 学 性 状 を 示し て いる . 


Ferment 
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薬剤 感受 性 

流行 より 分 離さ れ た ソン ネ 菌 73 株 に つい て , クロ ラ 
ム フ エ ニコ ー ル CCp), テト ラサ イク リン (Tc う スト レ 
プ ト マ イシ ン (Sm), コリ マイ シン (Co), カ ナマ イシ 
ン (Km), ナリ ディ キシ ク ・ ア シド NA) フラ トリ 
ジン (FO, フラ ゾ リ ドン (F2 に つい て 行なっ た 感 
受 性 試験 の 結果 を 図 6 に 示し た . Co, Te, Sm 3 flic 
つい て は すべ て 100mcg/m1 以 上 の 耐性 で ある . 
最低 発育 阻止 濃度 CM TI C) で みる と , -bu727vih 
導体 の 2 種 Ft お よび Fz に 1.56mcg/ml 以 下 の 秀 れ た 
抗菌 価 が み ら れ て お り , Co t4 1 567-6. 25mcg/ml, 
Km は 12. 5mcg/m1 を 中 心 と し て 分 布 し て いる . NA 
は 大 多数 が 6.25mcg/m1 で ある . 同 集団 か ら 分 見 さ 
れ た 菌 と し て は Km, Co な どの 抗菌 価 が 巾 の ある 分 布 
を 示し て いる と と に や や 奇異 の 感 を 抱か せる . 

と れ ら の 菌株 の うち 35 株 に つい て Cp, Te, Sm の 感 
受 性 を 100mcg 以 上 500mcg ま で 50mcg 段階 稀釈 を 行 
な っ た 平板 法 で 検査 し た の が 図 7 で ある . Tc は 55 
株 中 31 株 まで が MT C250mcg/ml, 他 の 4 株 は 100~ 
200mcg に 分 布 し て いる . Cp は 100 お よび 400 2 株 ず 
D 9 株 が 500mcg/m1, そし て 22 株 が 500mcg/ml 以 上 
の 耐性 が み ら れ て いる . Sm は 29 株 まで が 500mcg/rn1 


Fig. 6 
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以上 で , 他 は 少数 ずつ 100 か ら 500mcg ま で に 分 布 し 
て いる . 


Fig. 7 Drug Sensitivity Test (2) 
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35 strains were examined 
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Fig. 8 Clinical Manifestation 
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4) 臨床 症状 


な ん ら か の 症状 の あっ た 463 名 に つい て , 下痢 , RR 
痛 , テ ネ ス ム ス お よび 発熱 の 有無 を 調査 し た 結果 は 図 
8 に 示し た . 

下痢 は 全体 の 82, 腹痛 は 66% は み ら れ た が , 発熱 
は 37%, テ ネ ス ム ス は 12% だ に 認め られ た に すぎ な い . 
ABETS- z 688 名 に つい て と れ ら の 症状 の 出現 率 
を 求め る と , 図 8 の よう に , 下痢 が 56%, 腹痛 が 44%, 
菌 陽 が 25%, そし て テ ネ ス ム ス は 僅か 8 % と 認め られ 
て いる の に すぎ な い . 

1 日 最高 下痢 回 数 は , 3 回 の も の が 最も 多く 31%, 
2, 4 お よび 1 回 の み も の が 合わ せ て 約 4496 あ っ て , 
5 回 を こえ た も の は 全体 の 統 に すぎ な か っ た . 

便 の 症状 は , 長崎 病院 お よび 長 与 村 仮 隔離 病 舎 の 入 
院 患 者 に つい て 調査 し た 結果 で は , 血便 を 排出 し た 者 
は ほとん どい な か っ た . か つ , 粘液 ある い は 肘 の 混入 
に 気づい た 例 も ご どく 少数 で あり , その ほとん ど が 幼児 
に 限ら ちら れ て いた . 

臨時 隔離 病 舎 入院 患者 は 設備 その 他 の 点 で 詳し い 調 
査 あ る い は 検査 が 不可 能 で あっ た が 長崎 病院 に は 比較 


的 症状 の 判然 と し た 者 が 入院 し て お り , それ ら に つい 
て 調査 し た 成績 で は , 小児 の うち 悪心 , 喘 吐 を 訴え た 
者 が 意外 に 多く , 24% に 及 ん だ . 

腹痛 は 一 般 は 軽く , 尊 痛 の よう な は げ し いも の は な 
く , 腹 鳴 と 共に 軽度 に 感じ た 程度 の 者 が 大 多数 で あっ 
た , テ ネ ス ム ス の は げ し いも の も な か っ た , 

全般 的 に 見 て , 玲 床 を 必要 と する よう な 重症 例 は お 
ら ず , 発熱 に も 気づか ず , 2 て 5 回 の 泥 状 また は 軟便 
が あり , 僅か に 腹痛 を 覚え た と いう 程度 の 軽症 患者 が 


大 部 分 で あっ た . これ ら の 症状 は 特別 治療 を 施さ な い 
Th, 1, 2 日 の うち 消 補 し た . 


要する に , 従来 の 成 書 に 記載 し て ある よう な 特長 の 
ある 症状 を 星 し た 者 は ほとん ど な く , 普通 に み ら れ る 
急性 下痢 の 軽症 な も の と 区 別 す る と と は 不可 能 で あっ 
pm 
5) 治療 

前 述 の よう に , 本 流行 より の 分 離 菌 は クロ ラム フェ 
ニー ニコール , テト ラサ イク リン , スト レプ トマ イシ ン 3 
TU EO V Y RATEZE, 抗菌 的 治療 は 当然 他 の 
KAZAT ONE. 患者 な ら び 保菌 者 は 5 個所 の 
異な る 病院 ある い は 臨時 隔離 施設 に 入院 し た た め に , 
治療 方 法 を 制 一 的 に する と と は で き な か っ た . 

538 名 が 収容 され た 長 与 村 臨時 隔離 病 舎 で は メタ コ 
リマ イシ ン (Co), カナ マイ シン (Km) の 2 種 の 抗 
生 剤 の いずれ か と フラ トリ ジン (Ft) , フラ ゾ リ ドン 


Table 6. Drug used for Treatment and Reappe- 
arance of Shigella in Stool 
Adult (255 cases) 


Combination Number Reappearance (Day 
after 


z 3 
of Drugs o? Case of Bacilli Treatment) 
Km 500 mg 23 
NA 200 
Km 500 
Ft 100 9? I G) 
Co 200 
NA 200 26 1 (S5 
Ft 100 
Co 400 
Ft 100 118 1 (42 
Co 400 = 
Fz 100 kd à 52 
Co 400 1 
NA 200 
Km: Kanamycin NA : Nalidixic Acid 
Fr : Furatrizin Co : Colimycin 


Fz : Furazolidone 
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Table 7. Drug used for Treatment and Reappe- 
arance of Shigella in Stool Child 


(196 cases) 


Combination Number Reappear- (Day after 


of Drugs of Case Ed P il 
Km 250mg P 
NA 100 
Km 250 
Ft 50 29 
Co 100 
NA 100 131 1 C7) 
Co 200 11 
Ft 50 
Co . 200 $ 
Fz 50 
Infant 
Km Syrup 37 
NA Syrup 


(Fz うま た は ナリ ディ キシ ッ ク ・ ア シド て (NA) の 2 AHF 
用 が 行わ れ た . 投与 量 は 抗生 剤 は 1 日 500mg, 化学 製 
剤 は 100 一 200mg を 4 回 に 分 服 , 4 日 間 投与 し た . 諫 
早 病院 で は Co また は Km の 単独 5 
長崎 病院 は Co 単独 投与 15 名 , Km の 単独 投与 28 名 , 
Co, Km お よび NA の いづ れ か の 2 剤 併用 が 28 名 で あ 
っ た . 大 村 国 立 病 院 で は , Km,Co, NA, Ft, Fz お よび 
アミ ノ ベ ン ジー ル ペ ニシ リン (AbPc) が 単独 また は 
併用 で 投与 され た . 投与 期間 は 1 剤 を 3 日間 . さら に 
2 剤 併用 し て 計 7 日 間 , 1 剤 単独 投与 例 は 7 日 間 治療 
を 行なっ て いる . 

長 与 村 臨時 隔離 病 舎 に お ける 使用 薬剤 別 の 治療 方 法 
は 表 6 に 示し た . 500 人 に 及ぶ 多 人 数 を 短 時 日 の うち 
に 収容 し た た め に , 同一 薬剤 に つい て も 投与 量 の 異な 
る 例 も ある . た と えば , 成人 の 場合 Co は 1 回 量 200mg 


H 者 


1) 最近 の 赤痢 の 傾向 

わが 国 は か っ て 赤痢 菌 の 侵 嘩 か ら 解 放さ れ た と と は 
To. 志賀 朝 士 が 赤痢 菌 を 発見 し た 明治 0 年 (1897) 
以来 現在 に 至る 70 年 間 に , 日 本 全国 到 る 処 に 赤 狗 菌 の 
存在 は 年 々 証明 され , 散発 患者 に 加え て 大 小 の 集団 発 
生 の 報告 は 跡 を 絶た な い . か くわ が 国 を 安住 の 地 と 定 
め た か に みえ る 細菌 性 赤 猟 で は ある が , 第 2 次 世界 大 
戦後 か ら 滞 次 変貌 の 兆 が 見 え は じ め , その 傾向 が 近年 
特に 著しく な っ て きた 。. 


m 


D 


日 間 投与 を 行なっ た . 
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と 400mg の 例 が ある 

治療 の 結果 に つい て は , 人 院 時 すでに 症状 が きわ め 

て 軽微 か 判然 と し な いも の , ある い は 全く 症状 を 呈し 
な い 者 が 大 多数 で あっ た た め に , 臨床 症状 の 軽快 に 効 
炒 の 規準 を お く と と は 不可 能 で あっ た . し た が っ て , 治 
療 人 効果 の 判定 は 専ら 治療 講 始 後 の 排 菌 状態 名 何 に よっ 
た . 長 与 村山 難病 舎 に 収容 し た 者 の うち 成人 255 例 , 小 
児 196 例 の 使用 薬剤 の 組合 せ に よる 再 排 菌 の 状態 は 表 
7 に こみ る よう に , 成人 の 場合 Km500mg と Ft 100mg, 
Co 200mg & NA 200mg, Co 400mg と Ft 100mg, 
Co 400mg と Fz 100mg の 組合 せ に 各 1 例 , 小児 の 場 
合 は Co 100m と NA 100mg の 組合 せ に 1 例 認 め た . 
再 排 菌 を 認め た の は 治療 開始 後 5 日 目 , すなわち 内 服 
終了 し た 翌日 再び 菌 を 証明 し た 例 が 5 例 中 3 例 , 4 日 
目 が 1 例 , 7 日 目 が 1 例 と な っ て いる . 
単 剤 投与 の 成績 は , 長崎 病院 に お いて Co 15 名 , 
Km 28 名 の 例 が ある が , 治療 終了 后 の 排 菌 が Co 群 で 
は 10 名 み ら れ , Km 群 で は 2 名 み ら れ て いる . 諫早 病 
院 に お いて も Co また は Km が 単独 で 5 日 間 25 例 に 
用 いら れ た が , 4 名 の 再 排 薦 者 が み ら れ て いる . 138 
章 服 薬 を つづ けた 大 村 国 立 病院 の 例 か ら は 再 排 菌 が み 
られ て いな い . 長崎 病院 の Co 単独 投与 例 が 特に 再 排 
画 率 が 高かっ た が , 投与 量 が 1 回 100mg で あっ た と と 
も 不 成 績 の 原因 の 1 つと 考え る こと が で きよ う . 

し か し , いずれ に し て も と れ ら の 治療 例 の 再 排 菌 と 
TZD, 薬 唱 投与 後 ] 週間 内 外 の 観察 期間 に すぎ 
ず , 再 排 菌 と いう 言葉 を 用 いる と と に も 問題 が ある ろう . 
その 後 , 2 月 20 日 か ら 3 月 20 日 まで の 間 に , 特に 患者 
発生 の 多かっ た 地区 の 再 検便 を 5,478 人 に つい て 行 な 
っ て いる . その 結果 , 66 名 , 1.2%% に ソン ネ 菌 が 検出 
され て いる が , て と の 中 に 長 与 村 隔 離 病 舎 お よび 長崎 病 
院 に 入院 し た 患者 各 2 名 ずつ が 含ま れ て いる 


iE 


その 変遷 の 様相 は , DUIIEWOHSEÉEOeeo, 臨床 
症状 の 軽症 化 829210) 赤痢 菌 の 薬剤 感受 性 51D19) の 
変化 な ど に 最も 著 明 に 現われ て いる 。 流行 菌 型 に つ 
いて みれ ば ぱ ば, 志 質 中 士 が 発見 し た 志賀 菌 1 型 (ARI 
型 。 Sh.dysenteriae ] ) は , わが 国 に は 常 在 し な い 
よう で ある . 第 2 次 大 戦 の 後半 か ら 終 戦 直 后 に か け で て 
COBRNMoOuWumsdisco,7wxnzasovguqea 
し た と と は あっ た が , 1, 2 年 の うち に 消滅 し て いる 
明治 か ら 大 正 年 間 に か け て も , 志賀 博士 が と の 菌 を 発 
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見 し た 年 以外 は , ほとん ど が フレ キシ ネル 菌 が 流行 菌 
の 主流 で あっ た . 志賀 博士 が 志賀 苗 を 発見 し た 明治 30 
年 は , 日 清 戦争 直 后 で あり , 大 陸 か ら 多 人 数 の 帰還 者 
3350, と の 人 た ちと 共に 移入 され た と と が 推定 され 
る . わが 国 の 流行 菌 型 は , 最近 の 変 居 を みる 前 まで は , 
フレ キシ ネル 菌 8 対ソ ン ネ 2 と いう 割合 が 長年 月 保 
持 さ れ て いた . それ が と の 数 年 間 の うち に , た ち ま ち 
ソン ネ 菌 が フレ キシ ネル 菌 に か わっ て 流行 菌 の 最 主 流 
と な っ た の で ある . 

赤痢 菌 感染 を うけ た 者 の 現 わ す 臨床 症状 の 現在 の そ 
NE, 30 年 以前 の も の と 比較 する と その 変り よう に 一 
3X3 5. 高熱 , 頻 回 の 下痢 , REINE, FARAZ 
と いう よう な 症候 に 特長 づけ られ た 赤痢 の 病 像 は , 現 
今 で は 稀 に し か 見 られ な く な っ た . 加え て , か っ て 幼 
児 の 赤痢 菌 感染 が 誘起 し た 疫 痢 が ほとん ど 影 を ひそ め 
た こと と で ある . 発病 後 1, 2 日 の うち に 幼い 命 を 枚 い 去 
る こと と の 多かっ た 疫 痢 が な く な っ た だ け で , 赤痢 感染 
選対 する 関心 の 度合 いも 違っ て くる は ず で ある . し か 
も 本 文中 に 見 られ る よう な , 非 定型 的 な 軽症 患者 が 大 
多数 を 占め る 現在 の 赤痢 は , その た め の 死 亡 は 合併 症 
を 有 し な い 限 り 絶 無 と 言っ て も よい だ ろう . LPL, 
一 方 で は それ だ け に 臨床 診断 の 困難 さも 指摘 され ざる 
を えな い . 

Fig. 9 Recent Trend of proportion of Cases in: 

Outbreak to Total Number of Cases 


(Number of patients in Outbreak/Total Number 
of Patient) 


1965. 


Table. 8 
Number of Outbreaks and Proportion of 
Cases in Outbreak to Total Number of 
Cases from 1955 to 1966 

l Number of 


T 
Year Number oA ed eak B/A% 
CA) break (B) 

1955 80,654 267 8,581 10. 6 
56 84,437 457 12,644 15.0 
57 — 74,780 301 8, 766 11.7 
58 81,577 450 14,993 18.4 
59 85,695 572 17, 265 20.1 
60* 93,971 z — 

61 91,538 617 20,985 22.9 
62 73,999 563 17,290 23.4 
63 69,813 685 19,939 28.6 
64 52,420 540 15,481 28.5 
65 48,621 627 18, 270 37.6 
66 65,131 911 26,752 41.0 


* missed in the statistics of the Depart- 
ment of Health and Welfare 
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の 話題 を まい た 赤痢 菌 が 昨今 は 抗生 剤 感受 性 の 面 で 基 
礎 的 研究 の 主題 と な り , 一 方 で は 治療 の 実際 面 に いろ 
いろ な 問題 を 投げ か け て いる . いわ ゆる 3 剤 耐性 赤痢 
菌 の 流行 は , それ が そう し た 特別 な 名 称 で 呼ば れる と 
と に 疑義 を 感ずる ほど に , 現在 分 離さ れる 赤痢 菌 の 遂 
有 の 性 状 と な っ て し まっ た . 

と の よう な 赤痢 変貌 の 内 容 は , 患者 発生 状況 , ある 
い は より 正確 に 言え ば , 患者 届出 状況 に も 影響 を 与え 
て いる . た と えば 図 9 に みる よう た, 全国 の 届出 赤痢 
患者 数 の 中 で 集団 発生 (20 人 以上 ) に 属す る 患者 数 の 
占め る 割合 は 。 ERE (1955) 91096 で あっ た も の 
D, Žž ORBEL, 昭和 41 年 度 (1966) で は 41% 
に 達し て いる . とれ は , 散発 例 が 上 記 の よう な 理由 か 
ら 診 定 され る と と が 少な く な り , 集団 的 訪 発 生 し た 時 
の み 赤 狗 と いう 診断 が 下さ れる と いう と と に 大 き な 理 
由 が あり そう で ある . | 

し か し な が ら , 最近 11 年 間 の 集団 発生 の 件 数 は 表 8 
の よう に , 実際 に 増加 し て お り , 41 年 度 は 911 件 と い 
う 従来 に み ら れ な い 多 数 を 示し て いる . と うし た と と 
か ら 考 えて , 現在 わが 国 の 赤 列 事情 の 問題 点 は 集団 発 
生 に 集中 し て 来 て いる 感 が ある . ーー 
2) 本 集団 発生 の 特長 | 

長 与 村 に お と っ た 集団 発生 は , その 規模 か ら み れ ば 
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最大 と は 言わ ず と も A 級 に 属す る も の で あろ う . し か 
も , と の 集団 発生 は 次 の よう な 特長 が ある . 第 1 に , 
赤 独 菌 に 暴 填 され た 疑い が ある 全 村 民 の 検便 を 短 時 日 
の 間 に 施 行 し た と と , 第 2 に, 水道 の 原水 か ら 赤 痢 菌 
が 証明 され た と と, 第 3 に , 病状 が 異常 に 軽かっ た と 
と , な ど で あ る . 

検便 は は じ め は 患者 の 家族 , つい で 小 , 中 学 概 生 徒 
の 有 症 状 者 に つい て 施行 し た が , あま り に 陽性 率 が 高 
いた め に 全 村 民 の 間 に 濃 厚 に 感染 が し みこ と ん で いる も 
の と 推定 し , 2 月 97 日 か ら 11 日 まで (C8, 192 名 の 一 般 の 
村民 の 直接 採 便 に よる 検便 を 強行 し た . 直接 採 便 を 
. 斉 施行 する こと に つい て は , し ば し ば 問題 が お こる 
が , と の 場合 は 村民 も お お むね 協力 的 で あり , 村役場 
は ほとん ど 全 載 員 が 保健 所 と 共に , と の 強行 検便 操作 
の た め に 働い た . と の 集団 例 に お いて , ZRHSERARER AS 
いつ お と っ た の か は 患者 の 日 別 発生 状況 か ら 断 定 す る 
ER 1 HARAKO 6 PCS ARER OO n] 
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は か な り 幅 の ある と と が 推定 され る . 異常 低温 で あ 

pu d 
まで の 期間 , 水道 水 が 赤 痢 菌 に 汚染 され る 機会 は た え 
ず あ っ た と 考え て よい だ ろう . 2 月 7 日 か ら 11 日 まで 
の 5 日 間 の 全 村 民 対象 の 検便 に よっ て 発見 し た 菌 陽性 
者 は お そら く と の 間 ( に 感染 し た 者 で は な く , 7 日 以前 
の 感染 者 で あろ う . 患者 ある い は 保菌 者 が 無 処 置 の ま 
ま に お か れ た 場合 , 大 体 3 日 か ら 7 日 間 は 排 菌 を 継続 
する . し た が っ て , と の 一 斉 検 便 に よっ て , 流行 発生 
以来 の すべ て の 患者 , 保菌 者 を 余 j ず ととろ な く 発 見 し 
た と は 言え な い が , それ ら の 大 部 分 を , 包含 し て いる 
と 考え て も よい だ ろう . 

収容 され た 菌 陽性 者 の 症状 は きわ め て 軽症 の 者 が 多 
か っ た . 有 症 状 者 が 22, 無 症状 者 が 放 と いう 割合 は , と 
の 村 に お いて 赤痢 菌 感染 を うけ た 多数 を 網 座 し た 上 の 
数 字 と 考え る な ら ば , きわ め て 意義 が 大 きい . 同じ く , 
下痢 その 他 の 症状 に つい て も 現在 の ソン ネ 菌 感染 臨床 
人 の 実態 の 一 面 が 示さ れ た と 考え て も よ か ろ う . 一 般 
に 伝染 病院 に 入院 する 赤痢 患者 は 定型 的 症状 を すむ 
し ろ 重 症 に 類する 愚者 が 多く , 非 定型 的 な 軽症 者 が 送 
院 さ れる 可能 性 は 少 い し た が っ て , 伝染 病院 の 窓口 
か ら 見 る 赤痢 の 際 床 像 は 必 し も 赤痢 菌 感 染 の 実態 を 伝 
えて いる と は 限ら な い . と の よう な 集団 発生 の 場合 に , 
赤 衝 菌 感染 を うけ た 者 全員 の 検診 を する 機会 に の み 臣 
床 像 の 全貌 に 近い も の が 伺え る 筐 で ある . と うし た 意 
味 か ら , と の 赤痢 菌 に 暴露 され た 集団 に お ける 症状 発 
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現 率 な ら び に 症状 の 種類 と 軽重 の 分 布 は , 現下 の 流行 
除 で ある ソン ネ 画 に よる 赤痢 の 病 像 を 伝え る も の と し 
て 注目 ある 価値 が ある . 

と の 了 臨床 像 が 示す と と ろ を みる と , 個々 に 発生 し た 
募 合 。 た と え 受 診 し た と し て も を 赤痢 の 診断 を 臨床 的 に 
下 だ すこ と と は 無理 で あっ た ろう と 思え る 症例 が 大 多数 


で ある . し か も , 感染 を うけ た 者 の 婦 が 症状 を 吐 さ な 
い 保 菌 者 で も ある. と の 事実 は , 感染 源 の 発見 と 隔離 と 


いう 感染 源 対 策 は 赤 滴 防疫 上 ほとん ど 意 味 を な さ な い 
と いう と と を 示し て いる 

感染 源 対 策 に 期待 が も て な いと する な ら ば , 残る 対 
A LAN UN ea dei E AU. 
感染 り ( に も 明白 で ある . 長 与 川 の 最 下 流 に , 
HO Edo DAR UE. いか に 汚 汐 の 水 で あ 
っ て も 水源 の 浄水 装置 が 完 壁 で ある な ら ば 問題 は な い 
筐 で ある . と と ろ が , と の 状態 の 水源 の 浄水 装置 に 明 
か に 欠陥 が あっ た . そう な る と , 赤痢 菌 は 各戸 に 水道 
水 と 共に 配布 され る と と に 何 の 抵抗 も ちな いわ け で ある . 

沈 肖 池 の 水 苔 か ら , コリ シン 型 14, 薬剤 耐性 も 流行 
菌 型 に 全く 一 致す る ソン ネ 菌 が 検出 され た と と は , と 
の 間 の 事情 を 確認 する 意味 で 貴重 で ある . 水系 感染 が 
十分 に 推定 され る 場合 で も 水 か ら 赤 痢 菌 が 直接 証明 さ 
れ た 例 は きわ め て 稀 で ある . 昭和 41 年 東京 都 東村 山 文 
化 村 に お と っ た 約 499 名 の 集団 発生 に 際 し て は , 文化 
村 の 専用 水道 が 取水 し て いた 井戸 の 水 お よび 受 水槽 か 
ら 患 者 と 同型 の コリ シン 14 型 の ソン ネ 歯 が 検出 され て 
いる の が , 最近 の 唯一 の 例 で あろ う 1. INE 
3) 集団 発生 対策 へ の 意見 

明治 39 年 に 制定 され た 伝染 病 予 防 法 は その 後部 分 的 

To n. 伝染 病 患 者 を 伝染 病院 , RERE 

mL, と いう 第 7 条 に よっ て , 現在 で も 各市 
p D cau s 
な っ て いる . し か し , 上 記 の よう な 臨床 症状 の 軽微 な 
患者 が 個々 に 発生 し て いる 場合 に , どの よう に し て 赤 
cbe AS e NU EE 

感染 を うけ た 者 の 約 3 分 の 1 が 無 症状 の 保菌 者 で ある 
と いう 事実 は i 患者 の み を 隔離 する とこ と が 感染 源 を 別 
出す る と いう 見 地 か ら み れ ば 全く 無 意 味 で ある と と を 
教 し えて いる . 

お そら く , 970 年 以前 の 赤痢 患者 は 症状 も 重 篤 な 者 が 
多く か つ 症 状 顕 著 な 者 が 大 多数 で あっ た と 想像 され る . 
し た が っ て , 隔離 人 院 さ せる と と は , 個人 に と っ て も 
治療 の 恩恵 を うけ , 社会 全般 に も 伝染 湖 を 除去 する 重 
大 な 意味 を も っ て いた の だ ろう . し か し , 現在 は 全く 
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事情 が 変わ っ て し まっ た . 症状 の 軽症 化 は 入院 治療 の 
みか , 時 に は 自宅 に お ける 治療 さえ 必要 と し な い . 数 
人 の 定型 的 症状 の 患者 を 入院 させ て も , その 周囲 に は 
ATA, 数 百人 の 軽症 皿 者 ある い は 保菌 者 が 野放し に 
され て いる と と を 考え れ ば , 強制 隔離 が いか に 無 意 味 
な も の か が 理解 され よう . 

最近 に 至っ て , 伝染 病 予 防 法 に 対す る 批判 , 特に 強 
制 隔離 に 対す る それ を し ば し ば 聞く 13:14〉 9 年 以前 
た 制定 され た 法律 は , 現在 の わが 国 を 赤痢 か ら 守 っ て 
くれ る 期待 は も て な い , と いう の が 実情 で あろ う . な 
ら ば , どの よう な 対策 お が た て られ る べき か . 感染 源 対 
人 策 に 望み が も て な いな ら ば , 感染 経路 の 人 遮断 が 当然 考 
えら れる な けれ ば な ら な い . 

と と ろ が , 村 中 の 汚水 を 集め て 流れ る 川 の 最 下流 に 


要 


昭和 42 年 (1967) 1 月 下旬 か ら 2 月 上 旬 に か け て , 
長崎 県 長 与 対 に ソン ネ 菌 に よる 集団 赤痢 が 発生 し た . 

患者 お よび 保菌 者 の 大 多数 が 水道 の 配水 区 域 か ら 発 
生 し て いる と と , 水道 原水 より ソン ネ 菌 を 発見 し た と 
と , 水道 管理 に 欠陥 が あっ た と と な どか らら 水道 水 の 汚 
染 に よる も の と 推定 され た . 


画 の コリ シシ 型 は 14,Cp,Tc,Sm3 剤 に 耐性 で あっ た . 


全 村 民 の 検便 の 結果 , 
され た . 
症状 は 極度 に 軽く , 個々 に みる な ら ば 臨床 的 に 赤痢 と 
診 定 する と と は 不 可能 と 思わ れる 例 が 多かっ た . 


800 名 に 近い 菌 陽性 者 が 発見 
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うち , 約 25 が 軽症 患者 , 1% が 保菌 者 で あっ た . 


ELEC SES INI EE DV: 


水道 の 水源 を 求め る と いう 衛生 観念 は , 長 与 村 に 限っ 
た こと と で は な く , 全国 到 る と と ろ に 通用 し て いる 培 
いな い . し か も る , 東村 山 の 例 の よう に , 正規 の 簡易 水 
道 な り 上 水道 と し て 届出 ず , 村 な り 町 な り の 専用 水道 
を 利用 し て いる と と ろ が 少く な いと 聞い て いる . 集団 
発生 の 原因 は 様々 で ある が , 水系 特に 簡易 また は 簡便 
水道 に 原因 ある も の が 相当 数 ある . わが 国 の 殿 尿 処理 
の 現状 を 直ちに 改善 する と と が 不可 能 で ある 限り , せ 
め て 水道 管理 に 万 全 を 期す こと が 感染 経路 対策 と し て 
肝要 で あろ う . 

も ちろ ん , 問題 は 水道 に 限っ た と と で は な い が , $E 
団 発生 の 予防 策 の 基本 的 な も の と し て 水道 管理 の 規正 
を 強 張 し た い . 


約 


治療 は Km, Co, Ft, Fz, NA な ど を 用 い , 主 と し 
て 2 剤 併用 し た . 治療 後 少数 の 再 排 菌 例 が み ら れ た . 
最近 の 赤痢 は 極度 に 軽症 化し た . 赤痢 対策 と し て , 
患者 の 強制 隔離 な どの 感染 源 対策 に は 期待 が も て な い . 
感染 経路 対策 に より 関心 を 払わ れる べき で ある . 最も 
手近 か に 取上げ られ る 問題 と し て 水道 管理 は 重要 な 課 
題 の 一 つ で あろ う . 

本 集団 発生 の 処理 , 特に 細菌 学 的 検索 に 関し て は , 
長崎 大 学 医学 部 細菌 学 教室 青木 義勇 教授 な ら び に 教室 
の 方 々 の 件 教 導 と 御 援助 に 負う と と ろ が 多かっ た . c 
と に 厚く 謝意 を 表す る . 
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